
学校番号 3008 

令和３年度 工業科（電気系・電気技術科（専科）） 

 

教科 工業 科目 電力技術 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 電力技術１ （実教出版） 

副教材等 プリント 等 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代の豊かな社会は、電気エネルギーを大量に利用することでなりたっている。 

 電気エネルギーは、わたしたちが生活で必要な熱・光・動力などの各種エネルギーに容易に変換

できる。その電気エネルギーを供給する発電、送電、配電などの電力の供給技術と、これらに使用

されている電力施設・設備の取り扱い、電力運用の基礎的な技術を幅広く学習します。 

 そして、電力の供給に関して必要な電気事業法をはじめ、その他の法規についても、理解できる

ように学習します。 

 日々の授業を大切にして、しっかり取り組んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

1.電気エネルギーを供給する発電、送電、配電などの電力の供給技術と、これらに使用されてい 

る電力施設・設備の取り扱い、電力運用の基礎的な技術を理解させ、実際に活用する能力を育て

る。 

2.電力の供給に関して必要な電気事業法をはじめ、その他の法規についても、理解させ、活用でき 

るように学習しする。 

3.エネルギー資源の有効利用や省エネルギーの観点から、各種の新しい発電方式のしくみや、効率 

の向上などについても理解を深めさせる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・発電、送電、配電、

屋内配線および電気

関係法規など電気エ

ネルギーの供給に興

味をもち、積極的に学

習に取り組むととも

に、技術者としての態

度を身につける。 

・電気基礎、電気実習

や電気製図で習得し

た関連知識や技能を

生かし、電力技術につ

いて発展的に思考・考

察し、導き出した考え

を的確に表現するこ

とができる。 

・電気機械・器具・

計測器の機能を正確

に理解し、取り扱う

ことができる。 

・測定データの処理

が正しくでき、結果

を的確に書き表すこ

とができる。 

・電力技術に関する

技能の習得ができ

る。 

・電力技術に関する

事象について、技術

の関連性があること

を理解できる。 

・種々の電気事象に

対して適切な考えを

することができる。 

・各種の公式の意味

を理解し、正しい計

算ができる。 

評
価
方
法 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

ノート記述 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

概 

論 

施工 

・施工材料 

・工具 

・施工場所 

・施工方法 

・電線の接続 

・接地工事 

○   ○ ○ 

a:施工分野に対して理解しようとしている。また、興味をも

って授業に臨んでいる。 

c:施工分野に関する実際の産業分野への応用技術を習

得し、施工材料や適当な施工場所および施工方法を理

解している。 

d:電線の接続方法を理解し、接地工事の種類を正確に判

断できる。 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

ノート記述 

確認テスト 

定期テスト 

○   ○ ○ 

○   ○ ○ 

発  

電 

エネルギー 

資源と電力 
○ ○ ○ ○  

a:エネルギー資源に関心をもち，その活用法についての

学習に取り組むことができる。水力発電の種類，水車の種

類，水力発電所などに関心をもち，意欲的な態度で学習

に取り組むことができる。蒸気のする仕事，火力発電所の

設備，熱サイクルと熱効率，省エネルギー対策などに関

心をもち，意欲的な態度で学習に取り組むことができる。

原子エネルギー，原子力発電などに関心をもち，意欲的

な態度で学習に取り組むことができる。 

b:新しい発電方式として，太陽光発電，風力発電，地熱

発電などの開発を進めている現状について的確に表現

できる。日負荷曲線より，水力発電が担っている役割につ

いて正しく表現できる。火力発電の諸設備とその機能に

ついて考察できる。省エネおよび環境対策が重要である

ことを発表できる。原子力発電の安全な運転について的

確に説明ができる。 

c:ベルヌーイの定理の関係式を用いた計算ができる。各

種水車の特徴より，適用落差に応じて水車の種別を選択

できる。コンバインドサイクル発電やコージェネレーション

発電が省エネルギー対策に有効であることを理解してい

る。新しい発電方式のうち，実験用ソーラパネルの発電実

験方法を習得している。 

d:発電所の各種の施設・設備の名称とその機能が理解で

きている。水力発電所の出力，揚水に必要な電力量，比

速度，効率などの諸計算が確実にできる。新しい発電方

式の種類，およびそれぞれの発電設備の特徴を理解して

いる。 

 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

ノート記述 

確認テスト 

定期テスト 

水力発電 ○ ○ ○ ○ 

２
学
期 

火力発電 ○ ○ ○ ○ 

原子力発電 ○ ○ ○ ○ 

３
学
期 

新しい発電方式 ○ ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 


